
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.oist.ac.jp/report.html（本校 HP）にて公開している。 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名  

（困難である理由） 

 

 

学校名 岡山科学技術専門学校 

設置者名 学校法人岡山科学技術学園 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験の

ある教員等

による授業

科目の単位

数又は授業

時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

工業専門

課程 

映像音響学科 
夜 ・

通信 
1,061  160  

電気工学科 
夜 ・

通信 
1,545 160  

食品生命科学科 
夜 ・

通信 
380 160  

建築工学科 
夜 ・

通信 
1,650 160  

測量環境工学科 
夜 ・

通信 
1,035 160  

ものづくり創造学科 
夜 ・

通信 
960 160  

一級自動車工学科 
夜 ・

通信 
1,098 320  

二級自動車工学科 
夜 ・

通信 
2,208 160  

（備考） 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 岡山科学技術専門学校 
設置者名 学校法人 岡山科学技術学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.oist.ac.jp/report.html（本校ホームページ） 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
自動車販売企業 

代表取締役社長 
2020.5.28 

～2022.5.27 
専門分野及び経営的観

点からのアドバイス 

非常勤 
印刷･広告ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ等企業 

代表取締役会長 
2020.5.28 

～2022.5.27 同上 

非常勤 
持株企業 

代表取締役副会長 
2020.5.28 

～2022.5.27 同上 

非常勤 
事務用品販売企業 

相談役 

2020.5.28 

～2022.5.27 同上 

非常勤 
福祉機器事業等企業 

取締役社長 
2020.5.28 

～2022.5.27 同上 

（備考） 

 

 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 岡山科学技術専門学校 

設置者名 学校法人岡山科学技術学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

２月 教育課程編成委員会（前年度第２回目） 

３月 シラバス作成－学科内での検討を経て、全学科共通のフォームでシラバスを 

作成 

４月 学科ごとに「学科ガイドブック」としてシラバスも学生に配付 

６月 学校のホームページ上で公表 

６月 教育課程編成委員会（当該年度第１回目） 

以上、出席者：校外委員２名、校長、副校長、教務部長、教務課長、学科長、

学科教員、事務局長 

６月 学校関係者評価委員会 

出席者：校外委員（各学科１名、卒業生、保護者会）、校長、副校長、教務 

部長、学科長、事務局長 

９月 学科ヒアリング－当該年度の学科運営状況の確認と次年度の教育課程計画

を立案。この際には、教育課程編成・学校関係者両委員会

での提案等を参考にする。 

出席者：校長、副校長、教務部長、学科長、事務局長、広報企画課長、進路 

指導課長 

 

授業計画書の公表方法 https://www.oist.ac.jp/report.html(本校ホームページ) 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

□学生の成績評価 

学生の成績は、筆記試験、実技試験、提出物、出席率、態度を総合して次の評価 

区分で表し、Ｃ以上で当該授業科目認定としている。 

Ｓ（秀）－Ａ（優）－Ｂ（良）－Ｃ（可）－Ｄ（不可） 

□進級・卒業の認定 

進級・卒業の認定の要件は学科によって異なる。成績、出席データは情報システ

ムにて計算、作表処理して出力し、進級・卒業要件を満たすかどうかを学科内で確

認して判断を下す。 

□進級・卒業判定会議 

  毎年３月初旬に、全学科が判定結果を持ち寄って出席者全員に状況を説明し、最

終的に校長が決定を下す。 

  出席者：教務系の管理職を含む全教員と事務局長 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

□成績評価指標 

上記２の評価区分は、筆記試験、実技試験、提出物、出席率、態度を総合して 

決定する評価点による。この評価区分に下記のようにＧＰＡポイントを設定して 

いる。 

評価点   評価区分 ＧＰＡポイント 

１００点～９０点   Ｓ    ５ 

 ８９点～８０点   Ａ    ４ 

 ７９点～７０点   Ｂ    ３ 

 ６９点～６０点   Ｃ    ２ 

 ５９点以下     Ｄ    １ 

□ＧＰＡ指標値の算出と成績分布 

ＧＰＡ指標値は情報システムで計算・集計する。さらにその結果から、成績の 

分布状況の把握に供するグラフを作成する。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.oist.ac.jp/report.html(本校ホームページ) 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

□卒業認定の具体的方針 

１．卒業認定要件－卒業のためにはまず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に 

認定されていること。 

 

卒業要件を満たすための科目認定に必要な出席率や科目認定率に学科による違いは 

あるが、扱いは同様であるので、ここでは学科ごとの記載はしない。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.oist.ac.jp/report.html(本校ホームページ) 

 

 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

４－①を用いること。 
学校名 岡山科学技術専門学校 

設置者名 学校法人岡山科学技術学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.oist.ac.jp/report.html 

収支計算書又は損益計算書 https://www.oist.ac.jp/report.html 

財産目録 https://www.oist.ac.jp/report.html 

事業報告書 https://www.oist.ac.jp/report.html 

監事による監査報告（書） https://www.oist.ac.jp/report.html 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 

 （１）映像音響学科 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 映像音響学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 1,910 

単位時間／単位 

596 

単位時

間/単位 

609 

単位時

間/単位 

705 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

1,910単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 53人 人 3人 6人 9人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習のいず

れか）によって、年間３０週の授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバス

に詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、態度を総合して評価点（１００点～

０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 



  

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に 

認定されていること。 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで 

公開している 

学修支援等 

（概要）外部企業と提携し実際の施設での授業を行う。また、劇団四季等の演劇・芸

術鑑賞をして映像・音響・照明の勉強に活かしている。さらに、複数担任制をしいて

教員に相談しやすい環境を用意している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 16人 

（100％） 

1人 

（  6.3％） 

9人 

（  56.3％） 

6人 

（  37.5％） 

（主な就職、業界等） 

(株)FM愛媛、(有)ライトビジョン、ヴェルト(株)、(有)ビデオコム、木下製薬(株)、(株)

天満屋ストア、(株)水谷、(株)フジワラケミカルエンジニアリング 

（就職指導内容） 

採用担当者を招いての企業説明会、インターンシップ、さらにはそれらを踏まえての 

ホームルームでの進路指導による。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

映像音響処理技術者認定試験 １６人受験 １４人合格 

舞台機構調整技能士 2級  ３１人受験  ８人合格 

ビジネス著作権   １６人受験 １１人合格 

第二種電気工事士  ２９人受験 ２２人合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  51人 4人  7.8％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 きめ細かな個人ガイダンスの実施。保護者、関係機関との連携。 

 

  



  

 （２）電気工学科 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 電気工学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 2,160 

単位時間／単位 

1,020 

位時間/

単位 

120 

単位時

間/単位 

1,020 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

2,160単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 24人 7人 2人 5人 7人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習のいず

れか）によって、年間３０週の授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバス

に詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、態度を総合して評価点（１００点～

０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に 

認定されていること。 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで 

公開している 

学修支援等 

（概要）資格取得支援として、①平日の授業終了後、②長期休み期間中に対策授業を

行っている。取得を目指す資格は一年次に次の四つ。 

 (1) 第二種電気工事士 (2) 第二種電気工事士 

 (3) 工事担任者 DD１種 (4) 第一級陸上特殊無線技士 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 



  

 22人 

（100％） 

人 

（  ％） 

21人 

（  95.5％） 

1人 

（ 4.5％） 

（主な就職、業界等） 

旭テクノプラント(株)、旭日電気工業(株)、(株)岡山エレテック、(株)木内計測、 

三陽工業(株)、山陽電研(株)、ＪＦＥスチール(株)、武田鋳造(株)、タマデン工業 

 (株)、(株)中電工、中村建設(株)、日本テクノ(株)、日本電設工業(株)、(株)三好 

エレベータ、名興電機(株)、大和設備倉吉(株)、(株)四電工 

（就職指導内容）「進路指導の日」と称する進路集中指導日、進路講演会、企業の 

採用担当者を招いての企業説明会、インターンシップ、さらにはそれらを踏まえての 

ホームルームでの進路指導による。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

第二種電気工事士試験  ２２人受験、２１人合格 

第一種電気工事士試験  ２２人受験、１７人合格 

工事担任者 DD第１種試験 ２２人受験、 ９人合格 

第一級陸上特殊無線技士試験 ２２人受験、１２人合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  38人 3人  7.9％ 

（中途退学の主な理由） 

結婚・就職、進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

きめ細かな個人ガイダンスの実施、保護者、関係機関との連携 

 

  



  

 （３）食品生命科学科 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 食品生命科学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 2,000 

単位時間／単位 

840 

位時間/

単位 

150 

単位時

間/単位 

1,010 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

2,000単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

50人 16人 2人 2人 2人 4人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習のいず

れか）によって、年間３０週の授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバス

に詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、態度を総合して評価点（１００点～

０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に 

認定されていること。 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで 

公開している 

学修支援等 

（概要）文章力向上策として「文献講読演習」を取り入れている。著者の主張を読み

取り、それに対する自分の意見をまとめ、そして発表する。専門知識を増やすことは

二の次にして、学生の文章力、発表力向上を支援している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 



  

 9人 

（100％） 

人 

（  ％） 

7人 

（  77.8％） 

2人 

（ 22.2％） 

（主な就職、業界等） 

(株)林原、(株)アイ･メッツ、エイチ・エス・ピー株式会社、小厚化成株式会社、 

大興産業株式会社、谷尾食糧株式会社、株式会社アスパーク 

（就職指導内容）「進路指導の日」と称する進路集中指導日、進路講演会、企業の 

採用担当者を招いての企業説明会、インターンシップ、さらにはそれらを踏まえての 

ホームルームでの進路指導による。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

中級バイオ技術者認定試験 ９人受験、４人合格 

一般毒物劇物取扱者  ７人受験、２人合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  19人 2人  10.5％ 

（中途退学の主な理由） 

結婚・就職、進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

きめ細かな個人ガイダンスの実施、保護者、関係機関との連携 

 

 



  

 （４）建築工学科 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 建築工学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 2,130 

単位時間／単位 

1,050 

位時間/

単位 

240 

単位時

間/単位 

840 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

2,130単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 48人 2人 3人 5人 8人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習のいず

れか）によって、年間３０週の授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバス

に詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、態度を総合して評価点（１００点～

０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に 

認定されていること。 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで 

公開している 

学修支援等 

（概要）授業以外の空き時間を利用した資格取得指導、長期の休みには理解度の低い

学生を対象とした補講、さらには、企業見学に出かけることで学んだことの裏付けを

取りながら全体の底上げを図っている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 



  

 22人 

（100％） 

人 

（  ％） 

22人 

（  100％） 

人 

（    ％） 

（主な就職、業界等） 

協立土建(株)、中村建設(株)、ベル・ホーム佐藤建設(株)、三宅建設(株)、(株)和田組、

(株)カザケン、三島産業(株)、(株)重藤組、(株)ヤマシタ、NK建設(株)、出雲土建(株)、

大木建設(株)、(株)ウエキ、(株)アースデイ・システム 

（就職指導内容）「進路指導の日」と称する進路集中指導日、進路講演会、企業の 

採用担当者を招いての企業説明会、インターンシップ、さらにはそれらを踏まえての 

ホームルームでの進路指導による。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

二級建築施工管理技士   ２０人受験、１人合格 

福祉住環境コーディネーター試験  ２０人受験、８人合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  42人 1人  2.4％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

きめ細かな個人ガイダンスの実施、保護者、関係機関との連携 

 

 



  

 （５）建築工学研究科 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 建築工学研究科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼  

単位時間／単位 

 

位時間/

単位 

 

単位時

間/単位 

 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

25人  人 人 1人 人 1人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習のいず

れか）によって、年間３０週の授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバス

に詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、態度を総合して評価点（１００点～

０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に 

認定されていること。 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで 

公開している 

学修支援等 

（概要）本科での最大の目的は「二級建築士試験」合格である。そのために、授業 

以外の空き時間を利用した個別指導をすることによって、学力向上とモチベーション 

維持に努めている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 



  

 9人 

（100％） 

人 

（  ％） 

9人 

（  100％） 

人 

（   ％） 

（主な就職、業界等） 

(株)京屋、(株)ティー・シー・シー、(株)アクア建築設計室、成友建設(株)、 

山陽地所(株)、(株)中本屋工務店、根本建設(株)、(株) アキュラホーム、 

(有)髙上組 

（就職指導内容）「進路指導の日」と称する進路集中指導日、進路講演会、企業の 

採用担当者を招いての企業説明会、インターンシップ、さらにはそれらを踏まえての 

ホームルームでの進路指導による。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

二級建築士試験  ９人受験、５人合格 

（備考）（任意記載事項） 

 今年度の在籍者がゼロであるため、授業が開設できず。 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  9人 0人  0.0％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

きめ細かな個人ガイダンスの実施、保護者、関係機関との連携 

 

 



  

 （６）測量環境工学科 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 測量環境工学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 1,950 

単位時間／単位 

1,455 

位時間/

単位 

 

単位時

間/単位 

495 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

1,950単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

50人 26人 1人 5人 人 5人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習のいず

れか）によって、年間３０週の授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバス

に詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、態度を総合して評価点（１００点～

０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に 

認定されていること。 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで 

公開している 

学修支援等 

（概要）公務員試験や資格取得指導に意欲を燃やす学生のために、指導を望む学生を

募って授業外の時間を利用した指導をしている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 



  

 15人 

（100％） 

人 

（  ％） 

15人 

（  100％） 

人 

（   ％） 

（主な就職、業界等） 

(株)ナイカイアーキット、(株)カザケン、JFEシビル(株)、カナック、(株)FKC、(有)

岡東設計、岩水開発(株)、日管機工(株)、(株)片山工務店、(株)宮本組、目黒建設(株)、

大和建設(株) 

（就職指導内容）「進路指導の日」と称する進路集中指導日、進路講演会、企業の 

採用担当者を招いての企業説明会、インターンシップ、さらにはそれらを踏まえての 

ホームルームでの進路指導による。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

測量士補    １５人受験、１５人合格 

2級土木施工管理技術検定学科試験 １０人受験、 ５人合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  31人 0人  0.0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

きめ細かな個人ガイダンスの実施、保護者、関係機関との連携 

 

 



  

 （７）ものづくり創造学科 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 ものづくり創造学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 1,980 

単位時間／単位 

840 

位時間/

単位 

60 

単位時

間/単位 

1,080 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

1,980単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

50人 38人 29人 3人 6人 9人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習のいず

れか）によって、年間３０週の授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバス

に詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、態度を総合して評価点（１００点～

０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に 

認定されていること。 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで 

公開している 

学修支援等 

（概要）公務員試験や資格取得指導に意欲を燃やす学生のために、指導を望む学生を

募って授業外の時間を利用した指導をしている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 



  

 12人 

（100％） 

人 

（  ％） 

12人 

（  100％） 

人 

（   ％） 

（主な就職、業界等） 

サノヤスホールディングス(株)、(株)村上製作所、(株)中原製作所、高雄工業(株)、(株)

総社工業、桜田工業(株)、ユアサ工機(株)、メタルテック(株)、誠信(株)、シマブン

スチールパートナーズ(株) 

（就職指導内容）「進路指導の日」と称する進路集中指導日、進路講演会、企業の 

採用担当者を招いての企業説明会、インターンシップ、さらにはそれらを踏まえての 

ホームルームでの進路指導による。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

技能検定３級旋盤   ３人受検、２人合格 

技能検定３級マシニングセンター  ５人受検、４人合格 

機械保全技能士    ５人受検、４人合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  34人 1人  2.9％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

きめ細かな個人ガイダンスの実施、保護者、関係機関との連携 

 

 



  

 （８）一級自動車工学科 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 一級自動車工学科  ○ 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

4年 昼 4,640 

単位時間／単位 

1,358 

位時間/

単位 

 

単位時

間/単位 

3,282 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

4,640単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

45人 2人 人 1人 2人 3人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習のいず

れか）によって、年間３２週の授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバス

に詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、態度を総合して評価点（１００点～

０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に 

認定されていること。 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで 

公開している 

学修支援等 

（概要）本科での最大の目的は３月末の「１級自動車整備士試験」合格である。その

ために、卒業前から授業外の時間も含めて、卒業式後も集団指導、個別指導をするこ

とによって、学力向上とモチベーションを維持に努め全員合格を目指す。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 



  

 7人 

（100％） 

人 

（  ％） 

7人 

（  100％） 

人 

（   ％） 

（主な就職、業界等） 

岡山トヨタ自動車(株)、岡山トヨペット(株)、UDトラックス(株)、 

八光自動車工業(株) 

（就職指導内容）「進路指導の日」と称する進路集中指導日、進路講演会、企業の 

採用担当者を招いての企業説明会、インターンシップ、さらにはそれらを踏まえての 

ホームルームでの進路指導による。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

1級自動車整備士(小型）  ７人受験、４人合格 

2級二輪自動車整備士  ７人受験、５人合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  9人 0人  0.0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

きめ細かな個人ガイダンスの実施、保護者、関係機関との連携 

 

 

  



  

 （９）二級自動車工学科 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 二級自動車工学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 2,336 

単位時間／単位 

896 

位時間/

単位 

 

単位時

間/単位 

1,440 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

単位時

間/単位 

2,336単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

100人 71人 36 5人 1人 6人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）様式第２号の３の「１」に記述した手順を経てカリキュラムを決定し、シラ

バスを作成した後は、シラバスの科目区分欄に示した方法（講義、演習、実習のいず

れか）によって、年間３２週の授業を行う。年間の授業計画は公表しているシラバス

に詳しい。 

成績評価の基準・方法 

（概要）筆記試験、実技試験、提出物、出席率、態度を総合して評価点（１００点～

０点）を決定する。さらに、この評価点を評価区分「Ｓ（１００～９０）－Ａ 

（８９～８０）－Ｂ（７９～７０）－Ｃ（６９～６０）－Ｄ（５９～０）」で表す。 

評価区分Ｃ以上で当該授業科目認定とする。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）卒業・進級の認定は、次の要件の確認と手順を踏んで決定している。 

１．認定要件－まず下記４つの要件を満たす必要がある。 

（１）定められた学納金を完納していること。 

（２）全科目の平均出席率が、学科ごとに定められた出席率以上であること。 

（３）全科目に対する認定科目（Ｃ評価以上の科目）の割合（科目認定率）が、 

学科ごとに定められた率以上であること。 

（４）授業態度、生活態度等の素行が良好なこと。 

２．進級・卒業判定会議 

  上記１の要件を満たした者が、さらに進級・卒業判定会議の議を経て、校長に 

認定されていること。 

※上記１の（２）と（３）の具体的数値は、ホームページの情報公開のページで 

公開している 

学修支援等 

（概要）本科での最大の目的は３月末の「２級自動車整備士試験」合格である。その

ために、卒業前から授業外の時間も含めて、卒業式後も集団指導、個別指導をするこ

とによって、学力向上とモチベーションを維持に努め全員合格を目指す。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 



  

 28人 

（100％） 

人 

（  ％） 

28人 

（  100％） 

人 

（   ％） 

（主な就職、業界等）岡山トヨタ自動車(株)ネッツトヨタ岡山(株)、ネッツトヨタ山陽

(株)、トヨタカローラ岡山(株)、岡山トヨペット(株)、いすゞ自動車中国四国(株)、(株)

岡山マツダ、岡山日野自動車(株)、スズキ岡山販売(株)、岡山三菱ふそう自動車販売

(株)、トヨタ L＆F岡山(株)、(株)ホンダ四輪販売岡山、(株)ウォッシュ、(株)SGモー

タース、双葉車輌(株)、(株)ハヤシ等 

（就職指導内容）「進路指導の日」と称する進路集中指導日、進路講演会、企業の 

採用担当者を招いての企業説明会、インターンシップ、さらにはそれらを踏まえての 

ホームルームでの進路指導による。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

２級ガソリン自動車整備士 ２８人受験、２３人合格 

２級ジーゼル自動車整備士 ２８人受験、２１人合格 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  73人 9人  12.3％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的理由 進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

きめ細かな個人ガイダンスの実施、保護者、関係機関との連携 

 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 

備考（任意記載事

項） 

  映像音響学科 220,000円 500,000円 480,000円 教科書代等別途 

  電気工学科 220,000円 500,000円 480,000円 教科書代等別途 

食品生命学科 220,000円 500,000円 480,000円 教科書代等別途 

建築工学科 220,000円 500,000円 480,000円 教科書代等別途 

建築工学研究科 220,000円 500,000円 330,000円 教科書代等別途 

測量環境工学科 220,000円 500,000円 480,000円 教科書代等別途 

ものづくり創造学科 220,000円 500,000円 480,000円 教科書代等別途 

二級自動車工学科 220,000円 500,000円 480,000円 教科書代等別途 

国際自動車工学科 220,000円 350,000円 350,000円 教科書代等別途 

 日本語学科 100,000円 500,000円 100,000円 教科書代等別途 

  進学準備学科 100,000円 500,000円 100,000円 教科書代等別途 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
https://www.oist.ac.jp/report.html 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

校内委員と校外委員とで構成する委員の出席により、年１回開催する。校外委員は、

設置学科と関連した業種の企業関係者とＰＴＡ、卒業生で構成する。 

文部科学省の「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づいて全教職員に実施

した自己評価に加え、学校長が作成した自己点検・自己評価資料をもとに、上記委員

で構成する委員会にて総合的に評価する。 

結果は、学校関係者評価報告書にまとめて全教職員に配付するとともに、ホームペー

ジ上に公表する。各部署では評価結果を検討し、その後の改善に努める。 

 

〔評価項目〕 

教育理念 学校経営     教育活動 学修成果   学生支援 

教育環境 学生の受入れ募集 財務   法令等の遵守 社会貢献・地域貢献 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

会社代表者または役員  ９名 
令和２年４月１日～ 

令和３年３月３１日 
企業関係者 

保護者会代表      １名 
令和２年４月１日～ 

令和３年３月３１日 
ＰＴＡ 

同窓会代表       １名 
令和２年４月１日～ 

令和３年３月３１日 
卒業生 

   



  

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
https://www.oist.ac.jp/report.html 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.oist.ac.jp/ 

 


